
レーザー給電で築く月面エネルギーインフラ

#D11
#カーボンニュートラル#安心・安全

離れた場所へ光で電力を届け、月面ローバーの活動範囲を広げます

月面の長い夜間やクレーターの永久影では太陽光発電ができず、ケーブル敷設も困難です。高強度レーザーを高効率に電力へ
変換し、移動する受電面へ均一に照射することで、ローバーや基地へ安定して電力を供給し、持続的な月面活動を支えます。

R&Dフェーズ ｜ 研究　　実用化時期 ｜ FY30-

お問い合わせ：環境負荷ゼロ研究プロジェクト

宇宙・防衛

月面着陸船から、夜間や永久影領域を走行するローバー、月面基地、通信設備へレーザーで遠隔給電し、ケーブル敷設なしで探
査・通信・居住を支える安定したエネルギーインフラを実現します。

適用ビジネス/ユースケース

技術ポイント

・1064 nm・4 W/cm²で変換効率42％の光電変換素子
・移動・姿勢変化に追従するリアルタイムビーム整形

・高強度照射（4 W/cm²）で世界トップレベルの変換効率42％
・受電面形状へビームを整形し、均一照射

要素技術 市中技術差異点

技術課題・ゴール

出展組織
NTT株式会社 宇宙環境エネルギー研究所

基礎リサーチ宇宙 ネットワークセキュリティ サステナビリティ UI/UX光量子AIOWN フィジカルAIAI / tsuzumi

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=303&param03=D11


